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議 会 を 傍 聴 し ま せ ん か
　摂津市議会では、本会議をはじめ、常任委員会や特別委員会など
すべての委員会が傍聴できます。
　傍聴手続きはとても簡単、議会事務局（市役所新館３階）で傍聴
券を受け取るだけ、氏名の記帳も必要ありません。
　傍聴希望者が定員を超えた場合は、抽選になりますので、あらか
じめご了承ください。
　会議の開催予定は広報せっつ、議会だより、議会ホームページで
お知らせしています。

11
月
5
日
の
本
会
議
で
、
次
の
意
見

書
を
可
決
し
、
関
係
行
政
機
関
に
送

付
し
ま
し
た
。

○
「
脱
法
ド
ラ
ッ
グ
」
と
り
わ
け

「
脱
法
ハ
ー
ブ
」
に
対
す
る
早

急
な
規
制
強
化
等
を
求
め
る
意

見
書

○
気
象
事
業
の
整
備
拡
充
を
求
め

る
意
見
書

○
中
小
企
業
の
成
長
支
援
策
の
拡

充
を
求
め
る
意
見
書

○
自
治
体
に
お
け
る
防
災
・
減

災
の
た
め
の
事
業
に
対
す
る

国
の
財
政
支
援
を
求
め
る
意

見
書

本会議・委員会の記録の閲覧
　本会議の経過を記録した会議録、委員会の経過を
記録した委員会記録については、次の施設で閲覧で
きます。
　 ・市民図書館　・鳥飼図書センター　・各公民館
　 ・市民サービスコーナー（千里丘・正雀・南摂津）
　 ・男女共同参画センター（コミュニティプラザ内）       
　 ・市役所の情報コーナー           
　なお、平成24年第３回定例会の会議録は平成25年
1月20日頃から閲覧できるようになる予定です。
　閲覧を希望される方は、それぞれの窓口で申し出
てください。

議会のホームページ
　（http://www2.city.settsu.osaka.jp/gikai/）

木 村 議 長

　

平
成
24
年
第
3
回
定
例
会
は
、
10
月
22
日
か
ら
11
月
8
日
ま
で
の
18
日
間
に
わ
た
り
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
定
例
会
で
は
、
閉
会
中
の
継
続
審
査
と
な
っ
て
い
た
水
道
事
業
の
給
水
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
と
、
本
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
、
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
10
件
の
議
案
を
可
決
、
５
件

の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。
そ
し
て
、
議
員
か
ら
提
出
さ
れ
た
１
件
の
議
案
と
４
件
の
意
見
書
を
可
決
し
、

平
成
23
年
度
の
８
会
計
決
算
を
閉
会
中
に
審
査
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。
ま
た
、
議
会
役
員
の
改

選
を
行
い
ま
し
た
。

　

議
会
は
、
第
３
回
定
例
会
で
役
員
の
改
選
を
行
い
、
議
長
に
木
村
勝

彦
議
員
（
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）、副
議
長
に
、南
野
直
司
議
員
（
公
明
党
）

を
選
出
し
、
議
会
選
出
の
監
査
委
員
に
は
、
三
宅
秀
明
議
員
（
高
志
会
）

を
選
出
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
常
任
委
員
会
委
員
及
び
議
会
運
営
委
員
会
委
員
の
任
期
満
了

に
伴
う
委
員
の
選
任
な
ど
を
行
い
ま
し
た
（
詳
し
く
は
議
会
の
構
成
を
ご

覧
く
だ
さ
い
）。

議
長
に
木
村
　

勝
彦 

氏

議
会
選
出
監
査
委
員
は 

三
宅
秀
明
氏

 
副
議
長
に
南
野  

直
司 

氏

議 会 の 構 成
◎：委員長　○：副委員長

【総務常任委員会】定数６名
◎三好義治 ○上村高義 ・藤浦雅彦
・南野直司 ・三宅秀明 ・野口　博

【建設常任委員会】定数 5名
◎野原　修 ○村上英明 ・山本靖一
・木村勝彦 ・原田　平

【文教常任委員会】定数 5名
◎大澤千恵子 ○柴田繁勝 ・川端福江
・渡辺慎吾 ・安藤　薫

【民生常任委員会】定数 6名
◎森内一蔵 ○本保加津枝 ・弘　　豊
・山崎雅数 ・森西　正 ・嶋野浩一朗

【議会運営委員会】定数 8名
◎森西　正 ○村上英明 ・大澤千恵子
・上村高義 ・山崎雅数 ・嶋野浩一朗
・原田　平 （欠員）

【駅前等再開発特別委員会】定数 7名
◎藤浦雅彦 ○渡辺慎吾 ・大澤千恵子
・上村高義 ・弘　　豊 ・森西　正
・三好義治

【議会だより編集委員会】定数９名
◎川端福江 ○野原　修 ・南野直司
・三宅秀明 ・森内一蔵 ・山崎雅数
・木村勝彦 ・森西　正 ・柴田繁勝

【議会活動等検討委員会】定数８名
◎南野直司 ○上村高義 ・本保加津枝
・大澤千恵子 ・三宅秀明 ・森西　正
・三好義治 ・安藤　薫

平成２４年

第
３
回
定
例
会
を
開
催

第
３
回
定
例
会
を
開
催南野副議長

　
7
月

17
日	

民
生
常
任
委
員
会

　
8
月

23
日	

建
設
常
任
委
員
会

	

建
設
常
任
委
員
協
議
会

31
日	

総
務
常
任
委
員
会

	

総
務
常
任
委
員
協
議
会

　
９
月

７
日	

民
生
常
任
委
員
協
議
会

25
日	

建
設
常
任
委
員
会

　
10
月

18
日	

議
会
運
営
委
員
会

	

議
会
運
営
委
員
協
議
会

　
　
第
３
回
定
例
会

( 

10
月
22
日
か
ら
11
月
８
日)

22
日	

本
会
議(

初
日)

23
日	

建
設
常
任
委
員
会

	

建
設
常
任
委
員
協
議
会

	

民
生
常
任
委
員
会

	

民
生
常
任
委
員
協
議
会

24
日	

総
務
常
任
委
員
会

	

文
教
常
任
委
員
会

	

文
教
常
任
委
員
協
議
会

25
日	

駅
前
等
再
開
発
特
別
委
員
会

31
日	

議
会
運
営
委
員
会

	

議
会
運
営
委
員
協
議
会

　
11
月

２
日	

本
会
議(

2
日
目)

５
日	

本
会
議(

3
日
目)

７
日	

本
会
議(

4
日
目)

８
日	

本
会
議(

最
終
日)

	

議
会
運
営
委
員
会

12
日	

建
設
常
任
委
員
会

	

民
生
常
任
委
員
会

13
日	

総
務
常
任
委
員
会

	

文
教
常
任
委
員
会

15
日	

建
設
常
任
委
員
会

	

民
生
常
任
委
員
会

19
日	

総
務
常
任
委
員
会

	

総
務
常
任
委
員
協
議
会

	

文
教
常
任
委
員
会	

21
日	

駅
前
等
再
開
発
特
別
委
員
会

　
12
月

４
日	

議
会
運
営
委
員
会

	

議
会
運
営
委
員
協
議
会

第
４
回
定
例
会

( 

12
月
6
日
か
ら
12
月
21
日)

６
日	

本
会
議(

初
日)

	

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会【淀川右岸水防事務組合議会】

・安藤　薫

本
市
議
会
で
は
、
次
の
事
項
を
申
し
合
わ

せ
て
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

議
会
の
申
し
合
わ
せ
事
項

○
年
始
及
び
暑
中
見
舞
い
等
の
時
候
の

　

挨
拶
状
は
出
さ
な
い
。

○
葬
祭
に
際
し
て
樒
、
香
典
、
供
花
、

　

供
物
、
弔
電
等
を
し
な
い
。

○
結
婚
、
入
学
等
慶
事
に
際
し
て
、
お　

祝
い
、
祝
電
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
等
を
し
な
い
。

○
各
種
団
体
等
の
諸
行
事
に
際
し
て
、

　

お
祝
い
、
祝
電
、
寄
付
、
寸
志
、
広

　

告
等
を
し
な
い
。
会
費
の
額
が
明
記

　

さ
れ
て
い
れ
ば
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

○
中
元
及
び
歳
暮
等
の
贈
答
並
び
に
、

　

手
帳
、
カ
レ
ン
ダ
ー
類
の
配
布
は
行

　

わ
な
い
。

○
新
聞
等
の
名
刺
広
告
及
び
協
賛
広
告

　

は
行
わ
な
い
。

○
後
援
会
名
義
で
、
前
記
の
行
為
を
行

　

わ
な
い
。　
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第
３
回
定
例
会
で
審
議
さ
れ
た
主
な
議
案
等
の
内
容
及
び
取
り
扱
い
は
次
の
と
お
り
で
す
。

主
な
議
案
等
の
内
容
・
審
議
経
過

◇協働のまちづくりを進めていくための市政功労の取
り組み

◇東南海・南海地震等に伴うライフラインの崩壊時の
避難所の対策

◇青色防犯パトロールの更なる活用
◇非婚母子家庭への寡婦控除の「みなし適用」
◇安威川以南のコミュニティ施設、鯵生野団地の跡地

活用
◇市民のくらしと第４次行財政改革
◇夏休みに実施された「聞いて！ホットライン」の実

施経緯、教育委員会との調整、効果
◇各部署の管理者の所在、市民対応、非常時における

管理者の責任
◇市役所ロビーでの総合案内、受付員の市民サービス

の現状と本市の目指す方向性、ロビー対応の充実、
市政情報がわかる「暮らしの便利帳」の作成配布

◇公共施設の案内プレート・街区表示プレート・住居
番号表示プレートの公募デザインによる計画的設置

◇住宅用火災警報器の設置を更に推進するための積極
的な取り組み、低所得者・高齢者や障がい者に対す
る無償貸与

◇市営鳥飼野々団地の跡地活用
◇今後の職員体制
◇市発注事業の落札率と市内業者の育成
◇旧味舌小学校の跡地利用（現在の利用状況と今後の

見通し、市民から寄せられている有効活用を求める
要望への対応）

◇消防行政の広域化
◇集中豪雨における浸水被害の再発防止計画

◇ＪＲ千里丘駅西口の安全対策、交通混雑解消
◇北摂７市の中で一番高い上下水道料金の引き下げ
◇吹田操車場跡地活用（防災公園の完成と周辺文化財

保全、正雀下水処理場の閉鎖と摂津市のクリーンセ
ンターとの関連）

◇安威川以南地域の雨水幹線整備
◇大阪広域水道企業団
◇淀川河川敷のグラウンドゴルフ場建設
◇安威川ダム建設
◇都市計画道路の見直し

◇通学路の安全対策
◇自転車安全利用倫理条例施行後の交通安全教育の強

化とその取り組み状況
◇本市からいじめを撲滅するための取り組み、いじ

めている側が１００パーセント悪いという考えの徹
底、実態把握のためのアンケート実施、予兆を見逃
さない態勢の整備、「子どもの視点」に立った対
応、教員の負担軽減と効率化、スクールカウンセラ
ーの有効的活用、職員室の電話回線の増設

◇中学校給食の実施に向けた取り組み（アンケート調
査、検討会議、デリバリー選択制、あるべき学校給
食）

◇安威川以南地域への児童センター設置
◇文化振興に対する市の取り組み、役割
◇全国学力・学習状況調査で正答率３０％未満の子ど

もの割合を０％へ
◇体力・運動能力、運動習慣等調査の結果公表
◇保育所待機児童の現状と対策（次世代育成支援後期

行動計画における保育所入所定員の目標設定との関
わり、早急な待機児解消計画の具体的検討）

◇成年後見制度の広報・啓発・相談、「市民後見人」
の養成・活動支援

◇乳幼児医療費助成制度の対象年齢の引き上げ
◇市民協働促進のためのボランティアへの顕彰制度導入
◇自治会加入促進体制の強化
◇発達障がい児や自閉症の幼児の増加に対する適切な

対応（行政対応の強化、人材の確保策、民間団体と
の連携）

◇職員の自治会非加入
◇準工業地域での企業の流出
◇障害の重い人の就労、今年度から行われている支援

施策
◇市民課窓口業務等委託事業
◇住民票など各種証明書が、全国のコンビニで交付で

きるサービスの導入
◇介護保険を一定期間利用されなかった元気な高齢者

の方への表彰状や健康グッズ贈呈
◇地域福祉活動支援センターが中心となる、協働での

（仮称）地域安心ふれあい・いきいき・元気サポー
ト制度の導入

11月2日・５日の本会議で、13人の議員が次の項目の一般質問を行いました。

～ 市政の内容を問う ～一 般 質 問

　

本
件
は
、
平
成
24
年
第
１
回
定
例
会
に

提
出
さ
れ
、
閉
会
中
の
継
続
審
査
と
な
っ

て
い
た
も
の
で
、
次
の
世
帯
に
対
す
る
水

水
道
事
業
の
給
水
等
に
関
す
る

条

例

の

一

部

改

正

を

可

決

平
成
23
年
度
８
会
計
決
算

閉
会
中
の
継
続
審
査
に

　

第
３
回
定
例
会
に
平
成
23
年
度
の
一
般

会
計
を
は
じ
め
と
す
る
８
会
計
決
算
が
提

出
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
会
は
、
10
月
22
日
の
本
会
議
で
、
各

会
計
決
算
に
つ
い
て
提
案
説
明
を
受
け
た

後
、
総
務
、
建
設
、
文
教
、
民
生
の
各
常

任
委
員
会
、
議
会
運
営
委
員
会
と
駅
前
等

再
開
発
特
別
委
員
会
に
審
査
を
付
託
し
、

い
ず
れ
も
閉
会
中
に
審
査
を
行
う
こ
と
に

決
定
し
ま
し
た
。

　

各
会
計
別
の
決
算
額
、
議
決
の
結
果
な

ど
は
、次
号
（
来
年
１
月
15
日
発
行
予
定
）

の
議
会
だ
よ
り
に
掲
載
し
ま
す
。

議 会 で 決 まっ た こ と
　第３回定例会で議決された案件は次のとおりです。
　議決の状況ごとに区分してお知らせします。

件　　　　　　　　　　名 議決結果
全員賛成
○平成24年度介護保険特別会計補正予算（第１号）
○�教育委員会委員の任命（２件）
○�公平委員会委員の選任
○防災会議条例及び災害対策本部条例の一部改正
○手数料条例の一部改正
○暴力団排除条例の一部改正
○火災予防条例の一部改正
○「脱法ドラッグ」とりわけ「脱法ハーブ」に対す
　る早急な規制強化等を求める意見書
○気象事業の整備拡充を求める意見書
○自治体における防災・減災のための事業に対する
　国の財政支援を求める意見書
○市議会会議規則の一部改正
○監査委員の選任

可　決
同　意
同　意
可　決
可　決
可　決
可　決
可　決

可　決
可　決

可　決
同　意

賛成多数
○水道事業の給水等に関する条例の一部改正
○�平成24年度一般会計補正予算（第２号）
○�中小企業の成長支援策の拡充を求める意見書

可　決
可　決
可　決

選　挙
○議長・副議長選挙
○淀川右岸水防事務組合議会議員補欠選挙

決　定
決　定

報　告
○損害賠償の額を定める専決処分（４件）
○�平成23年度決算に基づく健全化判断比率及び資金
不足比率

ー
ー

一
般
会
計
補
正
予
算
を
可
決

　

今
回
の
補
正
予
算
は
、
歳
入
歳
出
と
も

１
億
４
１
６
５
万
８
千
円
を
増
額
し
て
予

算
総
額
を
３
３
５
億
４
１
９
８
万
９
千
円

と
す
る
も
の
で
す
。

　

歳
出
の
主
な
内
容
は
、
財
政
調
整
基
金

積
立
金
と
し
て
９
１
０
０
万
円
を
積
み
立

て
る
も
の
の
他
、
統
計
情
報
電
子
化
委
託

料
１
５
８
２
万
７
千
円
、
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化

支
援
委
託
料
８
０
０
万
４
千
円
、そ
の
他
、

都
市
計
画
道
路
岸
部
千
里
丘
線
の
物
件
補

償
に
お
け
る
５
０
０
万
円
の
増
額
で
す
。

　

ま
た
、
学
校
給
食
調
理
業
務
等
委
託
事

業
、
市
民
課
窓
口
業
務
等
委
託
事
業
の
債

務
負
担
行
為
の
補
正
を
行
う
も
の
で
す
。

　

議
会
は
、
本
件
に
つ
い
て
、
10
月
22
日

の
本
会
議
で
提
案
説
明
を
受
け
、
委
員
会

の
所
管
に
従
い
、
総
務
、
建
設
、
文
教
、

民
生
の
各
常
任
委
員
会
、
駅
前
等
再
開
発

特
別
委
員
会
に
審
査
を
付
託
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
11
月
５
日
の
本
会
議
に
お
い

て
、
各
委
員
長
か
ら
審
査
結
果
の
報
告
を

受
け
、
討
論
の
後
、
採
決
を
行
い
可
決
し

ま
し
た
。

 

議
会
は
、
10
月
22
日
の
本
会
議
に
お
い

て
、
教
育
委
員
会
委
員
の
溝
口
重
雄
氏
、

及
び
原
田
正
文
氏
の
任
期
満
了
に
伴
い
、

後
任
に
齊
藤
公
男
氏
、
及
び
山
手
知
榮
子

氏
を
選
任
す
る
こ
と
に
同
意
、
ま
た
、
公

平
委
員
会
委
員
の
村
田
守
氏
の
任
期
満
了

に
伴
い
、
後
任
に
寺
田
正
一
氏
を
選
任
す

る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

○
教
育
委
員
会
委
員

 

齊
藤　
公
男 

氏

住
所=

高
槻
市
北
園
町

 

山
手　
知
榮
子 

氏

住
所=

摂
津
市
鳥
飼
中
一
丁
目

○
公
平
委
員
会
委
員

 

寺
田　
正
一 

氏

住
所=

茨
木
市
稲
葉
町　
　

お
知
ら
せ

 

11
月
７
日
付
け
で
、
公
明
党
の
幹
事
長

が
南
野
議
員
か
ら
村
上
議
員
に
、
市
民
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
幹
事
長
が
木
村
議
員
か
ら

森
西
議
員
に
、
ま
た
、
11
月
８
日
付
け
で

日
本
共
産
党
の
幹
事
長
が
山
本
議
員
か
ら

安
藤
議
員
に
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

教

育

委

員
、

公

平

委

員

の

選

任

に

同

意

市民課窓口業務

道
の
基
本
料
金
の
減
額
制
度
を
廃
止
す
る

た
め
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

○
児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養
手
当
・

　

遺
族
基
礎
年
金
の
受
給
世
帯

○
重
度
の
身
体
・
知
的
・
精
神
障
害
者
が

　

い
る
世
帯

○
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
世
帯
、
寝
た
き

　

り
高
齢
者
が
い
る
高
齢
者
２
人
世
帯

○
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
受
給
世
帯　

　

10
月
22
日
の
本
会
議
で
施
行
期
日
を
平

成
24
年
８
月
１
日
か
ら
平
成
25
年
２
月
１

日
と
す
る
訂
正
が
許
可
さ
れ
、
建
設
常
任

委
員
会
の
審
査
を
経
て
11
月
５
日
の
本
会

議
で
可
決
し
ま
し
た
。　


